
調査報告

沢井トメノさんが語るツッポククシペッ”cuppokkuspet”
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１。解題

沢　井　春　美

　ここに紹介するのは、十勝・本別町に在住の沢井トメノ・フチ（フチ＝おばあさん）が語る、

「あさひかわにある小さな川」にまつわるお話で、1994年9月23日にフチの御自宅にて筆者が録音

したものです。

　1906年生まれのフチが、今からおよそ80年程前(1915、6年頃）に母の清川ネウサルモソ（1871?

～1966）から伝えられたお話の中の一つで、フチは当時まだ幼く10才位でしたが、何故かこのお

話がどうしても忘れられずに、長い間頭から離れなかったというのです。

　フチが初めて「あさひかわ」を訪れたのはそれから数十年後、子育ても家庭も落ち着いた頃で

した。この時、旭川の優れたアイヌ文化伝承者で、フチと親好のあった杉村キナラブックさんに、

気になっていたこのお話に出てくる川のことを聞いてみたのです。

　「ツッポククッペッ　っていう川、ここにあるのですか?」というフチの問いに対して、キナラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エックさんの答えは「ありますよ。その川はありますよ。」というものでした。

　キナラブックさんのその返答によって、長い間不思議に思い、頭から離れることのなかったこ

のお話が、フチにとってようやく納得のいくものとなりました。

　十勝・本別のチエトイ・コタンに住んでいた母から、子供のときに聞いた「あさひかわ」の話

を、数十年経って旭川の知人から「その川は本当にある」ことを確認し、それから更に数十年後

の1994年、長い時を経てこのお話が始めてフチの口から話られることになりました。

　後に、『テエタ　オカイ　ウタぅ　teeta okay utar （曹の人たち）は、男の入らがね、イラマ

ソテ　iramante C狩り）するのに、近道あっちこっち歩いてカッコッkaskot (仮小屋・狩小
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屋）作ってそこに泊るしょう？　どこそこから来る入ら食べ物ないと困るっていって、余った食べ

物をネズミの届かないようにつるして、必ず後から来る人に食べ物残すんだと、自分が帰る時。

そういうふうにして、お互い助け合うから、ウエネウサラu'eneusar (お話）の中にこういうも

のが出てくるということ。』と、説明をしながら、旭川と十勝は遠いようだけれども昔から通じて

いたという事、これは旭川と十勝の歴史になることであると強調し、忘れてはいけないと念を押

されました。

　それから、「あさひかわ」の話をする度に思い出すという、今は亡き杉村キナラブックさんや砂

沢クラさんとの思い出を何度も何度も感慨深げに話されるのでした。

凡例

　アイヌ話の表記法は『アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ』（北海道教育委員会）に従いました。

　この「あさひかわ」の昔話は、これまでに数回短い要点を話されたのを除いて、こうして話の全容を話

ることは、おそらくは今回が始めてです。日を改めて筆者の質問に答えていただくうちに、その当時の雰

囲気や語りの中での細部を思い出されることが度々ありました。そのため、後にフチ自らが語り加えた部

分は下線で表し、言い違いであると指摘された部分や話の内容がそぐわない部分は［　　］に入れました。

　本文からの訳だけでは説明しきれない話やフチ自身の解説は（註）に書き入れました。

　尚、聞き手である筆者に要点を知らせるために、語りの途中で時々日本語での解説があり、その部分は

フチの言われた通りの言葉で表しました。

２。あらすじ

　現在「旭川」と呼ばれている場所は古くはアイヌ語の別の地名を持っていましたが、和人が入

って来るようになって以来そこは「旭川」という名が付きそれが広まって、元からのアイヌ語の

名前は忘れられてしまいました。

　昔々、神様はその「あさひかわのある山」に悪い神を降ろしました。その悪い神は、降ろされ

た以外の場所にはどこへも行くことが出来ないという事を言い付けられました。しかし、悪い神

だからなかなか食べ物もあたらない上に、降ろされたその山はとても険しく、木やぶどうづるが

繁っているにもかかわらず、食べ物がどうしても足りません。自分自身を養うために悪い神は、

声がとても良いので歌をうたいながら自分の肉をかじってちぎってはほうり投げながら、山を登

っていくのです。それはとても不思議な光景で、噂を聞いた人間たちはその様子を見るために山

へとやって来て、近くに行って見ようとするのです。悪い神は、自分が降ろされた山のことは何

でも知っています。人間に見られないように、その人間たちが近くに来やすいように適当な隠れ

場所や木・つるの陰に隠れて、人間を引き寄せては食べて空腹を満たすというのです。しかし、

いつも人間を食べることができるわけではないので、作戦に失敗した時には、自分のちぎった肉
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を拾って食べながら山を降りるのです。その険しい山の麓には、”ツッポククッペッ”という名の小

川が流れていて、お腹がいっぱいになった悪い神は、その川で水を飲んで一息つき、疲れた体を

しばらく体ませるというのです。

　悪い神が人間を殺しては食べるという噂がだんだんその村全体に広がり、さらにはオタスッウ

ソクルの耳にも入り、悪い神の行動は一時的な事だろうと思うのですが、いつまでも悪い噂が続

いているので、じっくりと考えたあと、実際に山へ行ってその様子を見て作戦を立てました。最

後には、悪い神をすっかり滅ぼしたのです。

　　『今では、その「旭川」という所は恐ろしい悪い神もいなくなり、人々は静かに生活出来るよ

うな良い村になったのです。』とオタスッウソクゃが語りました。

３。『ツッポククシペッ』

"Ｃｕppokkｕsｐｅt”

(2)

始めに少し練習してみるから●　●　●　●　●

アノカイ　アナク　トカチオッタ

　　　　　　　　　　　　　(３)anokay anak TOKACI　　ot ta

オカイ　アソワ

ｏｋａｙニanwa

ピッカネ　ワ

piskane wa

イヌアソ　コロ

ｉｎｕ＝ａｎkor

テエタ　アナクネ　アサヒカワアリ

teeta anakne ＡＳＡＨＩＫＡへNA ari

レアソコタソイサム

　　　　　　　　　　(４)rean kotan isam.

コロカイ

korkay

ネコソレアソレネルネヤ

nekon rean re ne ru ne ya

アコラソベテク

a=koranpetek.

私は十勝という所に

暮らして居りまして

まわりから

私が聞くところによりますと

昔々は「あさひかわ」という

名のある村はありませんでした。

しかしなが ら

（その村の昔の名は）何という名であったのか

（今となっては）わからないのです。
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「あさひかわ」はシャモの言葉だから、

アイヌ　レヘアネラムフ､カレ

aynu rehe an=eramuskare.

　　　　　　(5)コルチ　　は知っていたんだから、

もっと教えてくれればいかったな、

私がいいかげんになってから

「あさひかわ」しか知らないもの。

コロカイ　アサヒカワ

korkay ASAHIKAWA

アリ　アソ　コタソ

ari an kotan

シノ　ヌプリ

sino nupuri［yupke］

ルプネ　ヌプリ　ロッキ　ワ

rupne nupuri roski wa

アソルネ

an ru ne.

(本文)

テエタ　ウチャッコマアナクネ

teetaucaskoma anakne

アサヒカヮアリ　レアソコタソ

ASAHIKAWA arirean kotan

シソナイ　コタソ

sinnay kotan,

シソナイ　モシリ

smnay mosiri

アイヌ語の名は、聞いたことがありません。

けれども「あさひかわ」

という村には

ほんとうにでっかい山が

高い山がそびえ立って

いるのです。

昔からの言い伝えによりますと

現在の「旭川」という名のある村は

以前は別の（名前のついた）村、

別の（名前のついた）場所
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アコラソケ　コタン

a=koranke kotan

ネナソコ。

　　　　　　㈲ne nankor.

テク　タネアナクネ

tek tane anakne

シリチャナ　ヒソネ

　　　　(7)sir can　　ａ hinne

テエタ　アサヒカワ

teeta ＡＳＡＨＩＫＡべNA

アリ　アソ　コタソ

ari an kotan

アイヌ　コタソ

　　　　　　　(８)aynu kotan,

コタソレアオイラ

kotan re ａニoyra.

ネコソ　レアソ　コタソ

nekon rean kotan

ネアルネヤ

ne ａ ru ne ya

アコラソペテク

ａニkoranpetek

コロカイ

korkay

タネシサムウアッテ

tane sisam u'atte

カスハ　アク

kaspa tek

タネアナクアサヒカワアリ

tane anak ＡＳＡＨＩＫＡべA^Aari

レアソ　コタソネルネ

rean kotan ne ru ne.

１９カイ

korkay

沢井トメノさんが語るツッポククシペッ”cuppokkuspet”

に降ろされた村

であったかもしれないのです。

そして今はもう

時代がやさしくなって

昔の「あさひかわ」

という村

アイヌの村の、

その名は忘れられてしまいました。

何という名のある村で

あったのか

今では、もうわからないのです。

といいますのは

今は和人が大勢

住んで居りますので

現在は「旭川」という（日本語の）

名を持つ村になっているのです。

けれども
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ネアソ　コタソアナクネ

nean kotan anakne

ヌプリ　ユプケ　ワ

nupuri yupke wa

ヌプリ　ユプケ　ワ

nupuri yupke wa

メノコ

menoko

エカッタラアナクネ

ekattar anakne

オロタパエカイエアイカプ

oro ta pave kay eaykap

ヒタ　チャウェトクウタラ

　　　　　　　　　　　(9)hi ta cawetok utar

タプタ　クス

tap ta kusu

タプタ　クス

tap ta kusu

ケウツム　ユプケ

kewtumu yupke

チャウェトク　ウタラ

cawetok utar

ケライポ　コタソシッカマ

keraypo kotan sikkama

コタソシッカマ　ワ

kotan sikkama wa

カムイ　オロワノ　アコラソケ

その村というのは

山が険しいので

山が険しいというので

女性、

子供達は

そこに行くことも出来ないのです

それで真にりっぱな方々

その方々

その方々こその、

心が
く

ふ
虫

コ
Ｌ
Ｔ
-
.

りっぱな人々の

おかげで荒々しい村が守られる

村が守られるのです

[ｎｅｋｏｎ。]kamuy oro wano ａ＝koｒａｎｋｅ　　神様の所から降ろされた

アサヒカワ　コタソネワ

ASAHIKAWA kotan ne wa

ヌプリ　ユプケ　ワ

nupuri yupke wa

ネコソアソクス

nekon an kusu

「あさひかわ」村であるので

山が険しく

一体どうして（神様は）このように

-
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アソペネヤ

an pe ne ya

アイヌ　アナクエラムタ､カレ

aynu anak eramuskare

カムイエラマソナソコ。

kamuy eraman nankor

コロカイ

korkay

アイヌエラムｘカレ

aynu eramuskare.

ヒタ

hi ta

ネアソアサヒカワ　コタソ

nean ASAHIKAWA kotan

オッタ　シノ　ヌプリ　アソワ

ot ta sino nupuri an wa

シラナヒソネ

sir an ａ hinne

イヌ　アソコ９

inu=an kor

ネコソネハゥネヤ

nekon ne haw ne ya

オロワ　ツッポククッペッ
　　　　　　　　　　　　　皿
oro wa "cuppokkuspet”

アリ　レアソペッ

ari rean pet

ポソペッ

pon pet

ポロ　ヌプリ　チョｇポクペ力

poro nupuri corpok peka

ツッポククッベッ　アリ　レアソ

”cuppokkuspet” ari rean

ペッモムルネ

pet mom ru ne.

沢井トメノさんが語るツッポククッベッ”cuppokkuspet”

（険しい山を）作ったのだろうか

人間にはわからないのです

(10)

神々はもちろんわかっているだろう

けれども

人間にその理由はわからないのです。

それで

その「あさひかわ」村に

大きい山がありました

ところ

私が聞くところでは

一体どうしたわけだろうか

”ツッポククシペ ツ

という名のついた川

小さい川が

大きい山の下に

”ツッポククッペッ”という名の

川が流れているというのです。
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ヮネアソツッポククッペッ

wa nean ”ｃｕppokkｕｓｐｅt”

アリ　レアソ　ヌプリ

　　　　　　　　　（12）an rean nupuri

ソソノ　ヌプリ　ネ　イケ

sonno nupuri ne ike

シラナヒソネ

ｓ汀an ａ hinne

ヮネアソヌブリ　アナク

wa nean nupuri anak

ウェソカムイ　アコラソケ

　　　　　　　巾）wen kamuy　ａニkoranke

コタソネ

kotan ne.

ウェソカムイ　アコラソケ

wen kamuy ａニkoranke

コタソネ　ヮ

kotan ne wa

シリホソトム　ヮノ

sir hontom wano

イヌ　アソ　コロ

inu=an kor

ネコソネハゥネヤ

nekon ne haw ne ya

ハウェ　ピリカ

hawe pirka,

ネプエネアウキネヤ
(14)

nep ene awki ne ya

アコラソベテク

ａニkoranpetek

ハウェ　ピリカ

hawe pirka

ウポポカソエメスカソ

upopo kan emesu kan

その”ツッポククッペ ヅと

いう（川が麓に流れる）その山は

誠に大きな山で

ありまして

その山というのは

悪い神が降ろされた

村であるというのです。

悪い神が降ろされた

村であるので

あるとき

私が話を聞いたところでは

どうした訳なのであろうか

すばらしい声

何者がそのような声を出すのであろうか

わからない

美しい声で

（その者は）歌をうたいながら、山を登りながら、

-
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カミ　リッパ　ワ　オスzレパ

　　　.皿　(16)kami　rispa　wa osurpa

カミ　リッパ　ワ

kami rispa wa

オスフレパカソ

osurpa kan

イキカソ　ウポポカソ

iki kan upopo kan

ヌプリ　、エメスア　ヒソネ

nupuri emesu ａ hinne

オロワ　ラソ　コｇ

oro wa ran [ｈａｗ]kor

ハウェ　イサム

hawe isam.

ワ　カミ　リッパ　ワ

wa kami rispa wa

カムイキアカム

kam ikia kam

エカソラソルネ

ｅ kan ran ru ne.

(17)

自分の肉をちぎっては投げ、ちぎって投げ、

噛んでだよ、噛んで投げ、噛んで投げ、

ウポポカソューメスア　ヒソネ

[ｅｋｅ]upopo kan emesu ａ hinne

ヌプリ　パタ　オマソ　コｉ=ｌ

nupuri pa ta Oman kor

オロヮ　ウポポ　ソモキノ

oro wa upopo somo ki no

ラソ　ヮ

ran wa

イキアプエウマレ　ヮ

ikia ｐ eumare wa

沢井トメノさんカ ;語る　ツッポククシベッ”cuppokkuspet”

自分の肉をちぎっては投げ

自分の肉をちぎっては

投げなが ら

繰り返しながら歌をうたいながら

山を登り続けるというのです

そうして山から降りるときには

その声は聞こえないというのです。

肉をちぎって、

肉、その肉を

食べながら山を降りるのです

歌をうたいながら、山を登って

山の頂上まで行くと

今度は歌はうたわずに

山を降り

その肉を拾い集めて
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ューカソラソ

ｅ kan ran.

そうしなかったら命もたんかったんだべ、

ウェソカムイ

wen kamuy だもの

ネアソペヽエオケレコロ

nean pe ｅ okere kor

ツッポククッペッ　タ

cuppokkuspet ta

ラバソテク　ワッカ　ク

rap an tek wakka ku

テク　ヤイシオロ　アソ

　　　　　　　　　(18)tek yaysioro an

カンイキカソアソ

kan iki kan an

アリ　アソオルフ､ペアソ

an an oruspe an.

ア　コロカイ

”ａkorkay

イルカイ　イルカイ　イルカイ

　　　　　　　　　　　　皿irukay irukay irukay

ネナソコソネ

[ｅｓ]ne nankor ne

アリ　ヤイヌ　アソカソ

ari yaynuニan kan

オカイ　アソアルネ

ｏｋａｙニanａ ru ｎｅ”

アリ　オタスッウソクzレ　アウキ

ari otasut'unkur awki

オタスッウソクzレ

otasut'unkur

オロワネアソベネプコソ

oro wa nean pe nepkon

食べながら山を降りるのです

悪い神だもの

その悪い神は肉を食べ終えて

ツッポククッペッに

降りて水を飲むと

ほっと一安心するというのです

そうしながら居る

という噂話があるのです。

｢そうではあるけれども

（そのような状態は）長続きは

しないだろうから

と気にもしないで

私は暮らしているのです」

とオタスッウソクフレが 言いました

オタスッウソクタ（が言ったのです）

その者のように
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エイコッテクノヽウェ　ピリカ　クス

eykostek hawe pirka kusu

アイヌ　ウエカzレパ　ワ

aynu uekarpa wa

ネコソアソペタプ

”nekon an pe tap

イッシリクラソ
(20)

issirkuran,

ハウェ　ピリカ　アワナ

hawe pirka aw an ａ.

ネコソアソカムイ
(2Ｄ

nekon an kamuy

カムイ

kamuyとしか思わんわな、

ウェソカムイ

wen kamuy だけど、

ネコソアソカムイ　タプ

nakon an kamuy tap

イッシリクラソ

issirkuran

ハウェピリカ　ワ　アウキヤ

hawe pirka wa awki ｙａ”

アリ　ヤイヌ　アソクス

ari yaynuニan kusu

[ａ yaynu utar ｕｅ。,]

パヽエカイ　コ９

pave kay kor

ネアソヌプリ　オレソ

nean nupuri or en

オマソコ９

Oman kor

イシリクラソニ　ウサ

isirkuran ni usa

沢井トメノさんが語るツッポククシ

あまりにも声がすばらしいので

人々が集まって

｢一体何者が

驚くばかりの

きれいな声であるのか。

どのような神が

神様としか思わないわな、

悪い神だけど、

一体全体何者が

それほどの

美しい声を出すのだろうか」

と、考えて

そこへ行ってみるのです

その山に

行ってみると

驚いたことに木々が

- 61－
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ポロソノ　ニ　ロッキ　ワ

poronno ni roski wa

ノ゛ップン’カラ

hat punkar

アルサニ　プソカラ

arusa ni punkar

ユ・イコッテクイロソネ　ワ

eykostek ironne wa

ネアソアウキプ

nean awki ｐ

アヌカソルスイ　ヤッカイ

ａニnukarrusuy yakkay

アエッタソカエアイカプクス

ａニestanka eaykap kusu

ナ、エハソケノ

na ehankeno

ナエハソケノ

na ehankeno

アリ　フムアックス

ari hum'as kusu

オマナナ　ヒソネ

omanan ａ hinne

ネアソペヌカラ　コ。

nean pe nukar kor

ウェソカムイ　ナュ

wen kamuy nani

ネアソアイヌ　ロソノ　ワエ

nean aynu ronno wa ｅ

カソナスイエメス

kanna suy emesu

ウポポカソエメス　ヮ

upopo kan emesu wa

カミヒ　リッパ　ヮ

kamihi rispa wa

たくさんの木々が立ちならび

ぶどうづるや

いろいろな木のつるが

あまりにも厚くて

その声を出すものを

見てみたいけれども

捜すことが出来ないので

もっと近くに

もう少し側に

と思って

近づいて行って

その人が見ると

悪い神はすぐさま

その人間を殺して食べて

そして再び山を登るのです

歌をうたいながら山を登って

自分の肉を噛みちぎって
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ヽﾆ1ニーヤプキリ　カソエメス

eyapkir kan emesu

ヒタ

hi ta

ネアソ　ウェソカムイ　アナクネ

nean wen kamuy anakne

ネソカイエクシリエラマソヮ

　　　　　　　　　　　　　　(22)nen kay ek sir eraman wa

エラマソヮ

eram'anぺN3.

ネコソイキチク

nekon iki cik

ネアソアリキ　ウタラ

nean arki utar

エこ乙アフ､カイ

ｅ easkay

ロソノ　ヮ、エエアフ､カイ　ヤ

ronno wa ｅ easkay ya

アリ　ヤイコペペケレカソ

ari yaykopepeker kan

ウポポカソ

upopo kan

エメス

emesu.

ラソカソ

rａｎ[koｒ]kan

カミヒ

kamihi

　　　　　　　　　　　　　　(23)[rispa wa eyapkir a p]

､エウマレワ

eumare　wa

､ェカソラソ

ｅkan ran

沢井トメノさんが語るツッポククッペッ”cuppokkuspet”

投げながら山を登るのでした。

そうして

その悪い神は

誰かやって来ることをわかって

わかっているので

どのようにすれば

近づいて来た人間を

食べることが出来るのか

殺して食べることができるだろうか

と、考えながら

歌をうたいながら

山を登るのです。

山から降りながら

自分の肉を

拾い集めては

肉を食べながら山を登りる
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カソイキア　ヒソネ

kan iki a hinne

シリホソトム　ワノ

sir hontom wano

ネアンカムイ　オルｘぺ

nean kamuy oruspe

､エネアュヒ　ワ

　　　　　(24)ene an ihi　　wa

ネソカイエク　コ９エ

nen kay ek kor ｅ

誰か来たら食べるの。［pirkan isir。］

そうして暮らしているという

その途中から

その神の噂話を

耳にしましたところ

誰か来たら食べるということなのです

もう、そこに住みついたら何でもわかるわな。

エイコッテク　ウポポ　ピリカ　クス

[nean,]eykostek upopo pirka kusu

ヌ　ルスイ　クzレアリキ　ウタラ
(25)

nu rusuy kur arki utar

ナュエカソ

nani ｅ kan

イキカソアソ

iki kan an

ウェソカムイ　アソルネアリ

wen kamuy an ru ne ari

タネ　ッパ　カ　レパ　カ

tane tu pa ka re pa ka

チャワスzレアソワ

　　　　　　　　　(２６)cawasur an wa

オタスッウソクフレ　ヌ　ルネ

otasut'unkur nu ru ne

ヒ　タ　イッシリクラソデレ

hi ta issirkurantere

ネプカメアッケ　タプ

　　　　　　　　皿nep kameaske　tap

あまりにも歌がうまいので

聞きたい人やって来る人々を

すぐさま食べて

そうして暮らしている

悪い神がいるのであると

今や、２年も３年も

遠く（あさひかわ）から噂がありまして

それをオタスッウソクゃが耳にしたのです

一体全体

どんな悪い者が
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アウキテク

awki tek

アイヌ　ロソノ　アワナ

aynu ronno aw an ａ

アイヌ　ロソノ　ハワナ

aynu ronno haw an ａ

アイヌエアワナ

　　　　　　　　　(２８)aynu ｅaw an ａ

アリ　オタスッウソクフレ

ari otasut'unkur

ヤイヌカソヤイシコペペケレカソ

yaynu kan yaysikopepeker kan

ネコソシリキチク

[ｅｎｅ]nekonsirkicik

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

アノチッテエアｘカイ　ナ

ａｎニocisteeaskay na

アリ　ヤイヌ　クス

ariyaynu kusu

ヤイコペペケレアヒソネ

yaykopepeker ａ hinne

タネ　ッパ　カ　レパ　カ

tane tu pa ka re pa ka

イネパカ　シラソ

me pa ka siran.

アクスソソノネプコソ

ａkusu sonno nepkon

アイヌポロソノアエオルタ､ぺ

aynu poronno ａニｅoruspe

[ａニｎｕ]

オタスッウソクzレヌ　クス

otasut'unkur nu kusu

沢井トメノさんが語るツッポククシペッ”cuppokkuspet”

そのように声を出して

人間を殺すのであろう

人間を殺すのであろうか

人間を食べるのであろうか

と、オタスッウソクzレが

考えて、更に考えて

どのようにしたならば

その悪い神を

滅ぼすことができるであろう

と思い

考えながら判断しているうちに

今や、２年も３年も

４年までも経ってしまいました。

そうしたところが実際に

人間がたくさん食べられたという話を

オタスッウソクゃが耳にしたので
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アリ　アナマチカナクネ

arian=ama cik anakne

コタソ　ウェソテナソコソナ

kotan wente nankor na

アリ　ヤイヌ　クス

ariyaynu kusu

ヤイコペペケレアヒソネ

yaykopepeker ａ hinne

オロワ

ＯｒＯへA^a

オタスッウソクzレ

otasut'unkurだわ!

オタスッウソクzレ

otasut'unkur誰でも助けるんだ。

オタスッウソクフレ

otasut'unkur

イキア　ヌブリ　オレソオマソ

ikia nupuri or en Oman

ツパ　レパシラソテクな

tu pa re pa sir an tek NA

オマソテク

Oman tek

ネコソアソカメアッケ　タプ

”nekon an kameaske tap

ネプカメアッケ　タプ

nep kameaske tap

アイヌ　ロソノ　ワ

aynu ronno wa

アイヌエアワナ

aynu ｅ aw an ａ”

アリ　ヤイヌ　クス

ari yaynu kusu

このまま私が（何もせずに）放っておけば

村が荒らされてしまうだろう

と思ったので

じっと考え続けて

それから

オタスッウソクzレは

その山へ行ったのでした

２年３年経って、な?

行ってみますと

「どのような悪い者が

一体何者が

人間を殺しては

食べるというのだ」

と、思ったので
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トーツイマノ　シルアソバレカソ

to tuymano siruanparekan

オマナナ　ヒソネ

omanan ａ hinne

シルアソノくレ

siruanpare

ッパ　カイ

tu pa kay

２年だ。

ッパ　カイ

tu pa kay

シルアソバレア　ヒソネ

siruanpare ａ hinne

ネコソシリキテク

nekon sirki tek

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

アノチッテナソコr=。

　　　　　(30)an=ociste　　nankor

　オタスッウソクzレ

今度otasut'unkurは、

(29)

　ウェソカムイ　オチッテ

そのwen kamuy ocisteする

段取りに入っているわけ。

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

ネコソアカフレチク

nekon a=kar cik

沢井トメノさんが語るツッポククシペッ”cuppokkuspet”

ずっと離れて考えながら

歩き回り

そ こで、じっくりと調べて

２年もの間

２年もの間

調べに調べ続げて

どのようにしたならば

その悪い神を

滅ぼせるだろう

今度オタスッウソクパよ

その悪い神を滅ぼす

その悪い神は

一体どのようにしたら
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アノチッテテク

an=ociste tek

アイヌ　カッケアノイキ

aynu kaske ａｎ＝oiki

エアタ､カイ　ナソコ。

easkay nankor

ハウタバナ

haw tap an ａ

アリ　ヤイヌ　クス

ari yaynu kusu

シルアソノくレタス

siruanpare kusu

シネパ　ッパ　カ

sine pa tu pa ka

オマナナ　ヒソネ

omanan ａ hinne

イソカラ　ヒソネ

inkar ａ hinne

､エネアソウェソカムイ

ene an wen kamuy

アノチッテクニ

an=ociste kun i

エラマソテク

eram'an tek

オタスッウソクフレ

otasut'unkur

シルアソバレ

s汀uanpare

､エレバネクニタ

ere pa ne kun i ta

エレバネクニタ

ere pa ne kun ｉ ta

(3Ｄ

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

滅ぼして

人間を助ける

W
こ とができる

というのだろうか

と思い

再びよく調べてみるために

１年、２年も

山を行き来して

その目で実際に様子を見て

そのような悪い神を

滅ぼす方法を

見つけて

オタスッウソクzレは

時をかげてゆっくり調べて

3年目というとき

３年目というときに

その悪い神の

一
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イオッタ　オロタ　シニヒ

i'otta oro ta sinihi

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

イオッタ　オロタ　シニヒ

i'otta oro ta sinihi

オレソ

or en

オタスッウソクzレネコソポカイ

otasut'unkur nek on pokay

ネアソ　ウェソカムイ

nean wen kamuy

[koyki tek nean wen kamuy ronno ru ｎｅ.]

カツ　アカフレワ

katu a=kar wa

カツ　アカラ　ヒソネ

katu a=kar ａ hinne

ネアソカツ　アカリヒ

nean katu a=kari hi

､エラムタ､カレ

eramuskare

､エラムフ､カレテク

eramuskare tek

スルク　ウフ、アイ　アリ

suruku us ay ari

アアソノ　チョッチャ

aanno cotca

アアソノ　アノチッテルネ

aanno an=ociste ru ne

オロワノ

　　　　　　(３４)oro wano

イキアアサヒカワ

(33)

沢井トメノさんが語る　ツッポククッペッ”ｃｕppokkｕｓｐｅt”

一番の休み場所

その悪い神の

休み場所

その場所で

オタスッウソク４は何とかして

その悪い神を

(32)

だまして

だまし続ける作戦をとり

だまされていることを

わからないで

作戦に気がついていないので

（オタスッウソクパま）毒矢でもって

悪神を完全に射貫き

徹底的に滅ぼしたのです。

それからというもの

ikia ASAHIKAWA って言ったんだべか、あさひかわ、って言ったんだべか
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アイヌ　レヘ

aynu rehe 知らないんだ。rehe

ネアソ　コタソ

nean kotan

ウェソカムイ　アノチッテテク

wen kamuy ａｎニocistetek

オロヮノ　イキア　コタソ

oro wano ikia kotan

ヤイラッチカノ　ウレッパ

yayratcikano urespa

ピリーカ　ウレッパ

pirka urespa

ピリカ　ヤヤスラッテ　コタソ

pirka yayasuraste kotan

ネアルネ

　　　　　　匹ne ａ ru ne

アリ　オタスッウソクzレ

　　　　　　　　　(36)ari otasut'unkur

ヤ､エュカラアヮソ

yayeyukar aw an.

４。あとがき

アイヌ語の名前知らないんだ、

（アイヌ語で旭川を指す）その村は

悪い神が滅ぼされて

それからというものその村は

(もう恐ろしい者もいなくなって)その村は静かにな

り

落ち着いて生活が出来る

名高い村に

なったのです

と、オタスッウソク、レ

が語りました。

　フチは80年も前の記憶をたどりながらこの語を語りました。語り終えて、さらに何度も説明をし

ながら、あるいは数々の質問に答えながら、話をくり返すうちに語の細部を思い出すこともあり、

表現がより具体的になった部分もあります。昔語のおもしろさと共にその背景・歴史などもとて

も興味深く、ここに「あさひかわの小さな川」にまつわる語を紹介することができました。

　フチが語り加えた箇所で、今回記載できなった部分について再度まとめる機会を待ちたいと思

います。

　フチが伝承するものには、ツイタクtuytakとウチャッコマucaskomaがあり、このお話につ

いては『ウチャシコマネヤッイタクネヤアコラソペテク。 ucaskoma ne ya tuytak ne ya ａ

=koranpetek.(ウチャッコマか、ツイタクだかわからない。）』『現代の人間が言っているんだから、

そりゃ、アコラソペテクa=koranpetek (わからない）よ。』

　旭川（上川方面）と十勝の交流については、浅井亨氏は（「アイヌ語十勝方言JP340『十勝人百

科事典』）「人々が、生き生きとしたアイヌ語を語していた時代から少し隔たり、話し手の情報が

-
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沢井トメノさんが語る　ツッポククッペッ”cuppokkuspet”

十分に得られなくなった20世紀半ば過ぎの資料に依拠した詣であるが、基本的な語彙を中心とし

てアイヌ詣の方言を調べてみると、十勝の言葉は釧路、上川方面と共通する点が多く共に北海道

北東方言を形成し、北海道南西部の方言群と対立するものとみなされる。語量的には、目高地方

の南東部ともかなりの共通点が認められるが、十勝方言は釧路地方と極めて近い関係と思われる。

また語彙ばかりでなく、語句の構成平文の構造から上川地方の言葉とも共通する点が多い。目高

地方との戦いの語り伝えや、特にウポポなどが上川地方のものと極めて似通っている点から考え

て、目高地方よりは上川地方との人的交流が相当古い時代から緊密であったと考えられる。（略）」

と述べている。

　トメノフチは特に、旭川という地域や人々に対して普段から特別の思いを抱き、『旭川の人々に

会った時に、言葉が同じだし歌も同じだった。あるときに杉村キナラブックさんと並んでウポポ

した時にはあまりに２人が同じウポポをするのでお互いにとても驚いたんだよ。』と楽しそうに旭

川と十勝の共通性やその交流の歴史について詣してくれました。

　悪い神の降ろされた「あさひかわ」の詣の後で『昔から、アサヒカワはアススカコタソであ

る。ＡＳＡＨＩＫＡＷＡはa=nunuka kotan. アヌヌカコタソというのは、カムイコタンのことだよ。

a=nunuka kotan とはkamuy kotan （旭川は、神様の国月と言われます。現在も、カムイコ

タソというアイヌ詣の地名が残っているということを中し上げると、『そりゃ、あるよ。』と特に

驚かれた様子もなく、『この、あさひかわと十勝の歴史を忘れるんでないよ。』と何度も繰り返さ

れた。

　その川は旭川付近の地図を調べても見つげることが出来ませんでした。小さい川だということ

と、名前が変ってしまって地図にものっていないのだろうかとも考えました。そこで、旭川在住

の杉村京子さんにお話を伺う機会があったので、以前トメノフチがキナラブックさんに聞いた同

じ質問を試みました。

　　「ツッポククシペッcuppokkuspetっていう川、旭川にあるのですか?」

するとやはり、その答えは京子さんの母、キナラブックさんと同じ「ありますよ。」でした。

　現在の地図では見つけにくくても、その川は地元の人には忘れられることなく、しっかりとア

イス語の名前で伝わっているらしい。

　京子さんは「今でも、（＞般的に）その名前でよばれているかどうかわからないけれど払小さ

くてきれいな川だよ。」と、「その川には色々な伝説があったけれども、悪い川ではないんだよ、

きれいな川で、ちっとも悪くないの。」と最後に優しく説明して下さった。

　『このお話は旭川の人が問いたら驚くだろうね。』というトメノフチの言葉をそのまま京子さん

にお伝えすると、「それぞれのコタンにあるお話を大切にしないとね」と言われ、驚くどころか励

まして下さった。

　このお話は、実に長い時をかけて伝えられた。十勝の本別に伝わるあさひかわの昔話が、お話

の舞台・旭川の杉村キナラブックさん、京子さん親子に様々な質問を試みながら、散人の偉大な

フチの思い出と共に今日まで伝えられたのです。
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　本文全体、特に文法に関してご指導下さった北海学園大学の切替英雄氏、親切な助言を下さっ

た旭川の杉村京子さんに特に感謝中し上げます。

註

　ここに表す『』の中は、語り手から説明された言葉そのままを書き記したものである。

田　タアソコタソタシノ　ヌプリ　ポロ　ヌプリ　アソワチョ９ポクペカモムワサソペッ

　　ツッポククッペッ　アリ　レアソベッアンルヘ　”taan kotan ta sino nupuri poro nupuri an wa

　corpok peka mom wa san pet cuppokkuspet ari rean pet an ru he?”という問いに対して杉村キナ

　ラブックさんはアソ、アソマ”an. an ｍａ”＜ａｎ ｗａと答えられたという。

（2）この部分は、フチが『始めに少し練習してみるから』と言って語り始めた部分である。その後本文

　の語りに入ったのだが、語の一部として重要な部分なので了解を得て記載しました。

（3）「十勝」を　トカプヂtokapci”と表現することもあるが、ここではトカヂtokaci”でした。

（4）『タアソアサヒカワアリ　レアソコタソアナクテヽエタネコソレアソコタソネアコラソペテ

　クtaan ASAHIKAWA ari rean kotan anak teeta nekon rean kotan ne ａニkoranpetek (今の「あ

　さひかわ」という村は、昔は何という村だったのかわからない）。アイヌ　レヘaynu rehe （アイヌ語

　の地名）あったかもしれないけれどもアイヌ　レヘaynu rehe 今はないの。「あさひかわ」というの

　はシサムsisam (和人）つけたレヘrehe (名前）だ。アイヌ　レヘaynu rehe （アイヌ語の名前）

　誰にもわからないの。でも、知っている人いるかもしれないよ、中には。』との説明がありました。

（5）「コルチJkoｒｕｄとは、トメノフチの母親を指す。

（6）『鷹栖町史』1973（pp28-29）によると旭川村（南東はチュプペツ川、北はウシシュペツ川を界とし

　て）が設けられたのは、明治23年である。

　　フチによると、『アサヒカワアリ　レアソコタソアナクネテエタ　ワノ　アスルアッヌプリ　、エネ

　ネヤッカイASAHIKAWA arirean kotan anakne teeta wano asuru as nupuri ene ne yakkay 険

　しいスプリnupuri (山）ばっかりあるそうだ。（「旭川」という村は昔から山でも険しい山ぽかりあ

　るという噂がある。）実際に見たことはないけれども。』

（7）シ９チャソsir can というのは、『時代がやさしくなってしまった』ということであり、『みんなが

　　（＝なんでも）やさしくなった』、『人間があまりにも規則を守れなくなった、守りきれなくなった』

　ということである。

　　本別方言のシ９チャソsir can は、幌則方言のシ貼パソsir pan にあたり、知里幸恵は（『アイ

　ス神詣集』(pp86―93)ポソホ､レケウカムイヤイェュカラ「ホテナオI Pon Horkeukamui yaieyu-

　kaｒド'Hotenao”「小狼の神が自ら歌った詣」の中で、タネアナクネシリパソクズtane anakne

　shirpan kｕsｕ”「今は時代が衰えたから」、タネシリパソクズtane shirpan kｕｓｕ”「今は世が衰え

　ているので」と大している。

　　シリチャソsir can の対語は、『カムイ　プリ　ュプケkamuy puri yupke 』であるという。

（8）ここで使うアイヌaynuという語は、前後の文脈から判断すると「人間」という意味よりは、シサ

　ムsisamに対しての、あるいは集団・民族としての「アイヌ」が適切と思われる。

（9）チャウェトクcawetokは、ラマッコロramatkor (りっぱな人、しっかりした人）であり、一般的

　にいわれる「雄弁」よりももっと広い意味で『頭も良く、雄弁でもあり、利口な人間で、度胸もある。

　物事を解決する際には、法律的にいつまでも静かに解決する人、全体的に優れている立派な人であり、

　少数である。』
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　　『チャウェトク、チャウェトクウタラcawetok､cawetok-utarとはアネオリパックzレネａｎ＝

eoripak kur ne. (チャウェトク、チャウェトクウタラとは、尊敬される方、畏れ多い方である。）』

　　『ネプイエヤッカイ　カムイ　ヌナソコロnep iye yakkay kamuy nu nankor. （何を言っても神

様は聞いてくださるであろう。）タアソク､レイタキヒネチカナクネカムイエネネヤッカイタ

ナソコロtaankur itakihi ne cik anakne kamuy ene ne yakkay nu nankor ｡（この人の言葉には神

様でも耳を傾げるであろう。）』

　それに対して、ラメトクrametokは『度胸がある人』であり、チャウェトクcawetokと同様、り

っぱな方を意味する。『チャウェトク　cawetokが物事を静かに平和的に解決する人であるのに対し、

ラメトクrametokは、いつまでたっても物事が解決できない時に少しくらいは我慢しようと、その度

胸をもって多少の反対を押し退けても解決するような人』を指す。

　『神様、荒々しい山とかやさしい山とかいろいろつくるんだ。　カムイ　コタソタカぅワパエカイ

ワkamuy kotan nukar wa payekay wa （神様は村を見て歩いて）そういうコタンこしらえるんだ。』

（11）山田秀三氏によると、（「チュプカ・チュポクの地名」『アイヌ語地名の研究　１』）チュッポク・ツッ

　ポクｃｕppokは、目の下（西）を指す方位名である。

　　フチが方角を示すのは、近くを流れる川を基準としているため、ツッポクcuppokを「目の沈む方

　向＝西」として使用していないようです。

　　ツッポククシペッcuppokkuspetと聞いて、順に浮かぶのは、「悪い神が降ろされた川」であるとい

　う。川の性質については、しばらく考えてから『陽のあまり当たらない川という意味でないだろうか。

　その山は大きい山であるというし、木や草がうっそうと茂っていたんだから、それの影にでもなって

　川にあまり陽が当たらなかったのではないだろうか』という。

　　フチの説明によると、この川は、『ウェソカムイアコラソケスプリ　アソワネプウェソカムイ

　エネネヤッカイ　ワッカイサムチカナクネソモシクヌナソコl==、クスネアソヌプリ　チョ９ポク

　ペカポソワッカラソワネアソカムイ　ワッカク　クニアリ　ピリカカムイ　ウタラwen kamuy

-
ｓ
^

Ｇ

aニkoranke nupuri an wa nep wen kamuy ene ne yakkay wakka isam cik anakne somo siknu

nankor kusu nean nupuri corpok peka pon wakka ran wa nean kamuy wakka ku kuni ari pirka

kamuy utar （悪い神が降ろされた山がありまして、どんな悪い神でも水なしには生きられないだろ

うから、その山の下に水が流れていてその神が水を飲む場所を良い神様は）ちゃんと考えてやってい

るんだよ。』『昔々は悪い神をどこでもここでも置いたら管理が出来ないから、このツッポククッペッ

アリ　レアソヌプリ　アナクネウェンカムイアコラソケコタンネクスヤイッパレヤナュ

cuppokkuspet ari rean nupuri anakne wen kamuy ａニkoranke kotan ne kusu yaytupare van ani

　（ツッポククッペッ　という名前の山は、悪い神が降ろされた村であるから気を付けなさいよ）と言っ

て伝承された。』

　あくまでも昔々であって、今では良い川、良い村になっている。

　川の名がそのまま山の名に使われている。『カムイオロワノ　ウェソカムイアコランケフプリネ

kamuy oro wano wen kamuy a=koranke nupuri ｎｅ.』（この山は、神様が悪い神を降ろした山であ

る。）『悪い神様だって落ち着く所がなかったら困るでしょう。　ウェソカムイエネネヤッカイオロ

タオシッチュゥクソヌプリwen kamuy ene ne yakkay oro ta ositciw kun nupuri （そこは悪い

神が落ち着く山）』　という事で降ろされたのが　ウェソカムイ　アコラソケスプリ　wen kamuy

a=koranke nupuri （悪い神が降ろされた山）である。

(13)『人間だって悪い根性をもった人間もいれば、カムイkamuyだって悪い根性をもった者もいるか

　ら、そのウェソケウッムコロカムイアコラソケコタソwen kewtumu kor kamuy a=koranke
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kotan (悪い心を持つ神が降ろされた村）っていうんだよ。』

　さらに、『悪いからっていきなり　オチッテociste (滅ぼす）する訳にはいかない。だから、アコラ

ソケコタソアカラアソベa=koranke kotan a=kar an pe. (悪い神を降ろす村を作った岫そして、

本当にウェソカムイwen kamuy （悪い神）だったら、アノチッテan=ociste (滅ぼされる）する

ということ。』

㈲　ene awki ne ya ＜ｅｎｅawki hi ne ya　北海学園大学・切替英雄氏よりご教示いただいた。

（15）カミkami (肉）は『ルｘパテクrus patek ない、毛だけでない、皮のついた肉』『がりっとか

　じったら皮だけでない、肉もふっついてくるべさ。』

(16)カミ　リッパワオス､レパkami rispa wa osurpa （肉をちぎって投げ）をカミ　クパパワ　リッパ

　ワオスルパkami kupapa wa rispa wa osurpa （肉をがりっとかじって、ちぎって投げ）と説明さ

　れたこともある。
カＧ

　何故、自分の肉を食べるのか?少し長くなるが、本文の語り前に要約を語して下さった。そこには。

　『（中略）そのウェソカムイwen kamuy （悪い神）は、ここからどこへも行げないんだよと良い神

様に言われて、悪い神様このでっかい山に降ろされている。でも、ウェソカムイwen kamuy （悪い

神）だからなかなか食べ物もあたらない。ニポロソノ　ロッキni poronno roski （本がたくさん立ち

並んで）して、ハップソカぅhat punkar （ぶどうづる）でも何でもあるんだけど足りない。ハイタ

ヮイベコウェンhayta wa ipe kowen （足りなくて食べ物も悪い）して、そこヘネコンネnekon

ｎｅ（どう）したかクッチャソピリカ　ヮ　ヌプリ　エメス　コロ　ウポポカソエメス　ラソコ1==、ウポポ

ソモキノ　ネアソ　ウェソカムイ　カミ　エウマレ　ヮ　エkutcan pirka wa nupuri emesu kor upopo

kan emesu ran kor upopo somo ki no nean wen kamuy kami eumare wa ｅ （声が良くて山を登る

時、歌をうたいながら山を登る、山を降りる時には歌はうたわないでその肉を集めては食べる）自分

の肉噛んで投げながら上がる、食うものないから自分の肉を食っては自分を養っていく。そんなよう

な、ウェソカムイ、アノチッテカムイwen kamuy､ an=ociste kamuy （悪い神、滅ぼされる神）い

るわげよ。』

　また『ネプウェソカムイ、エネネヤッカイ　コタソコ９クニアリ　ハヮッカソウェソカムイエ

ネネヤッカイ　コタソアコレ　ヮオロタ　ヤイレスクニネ　ヮネコソウェソカムイエネネヤ

ッカイ　ヮッカ　クルスイ　アリ　ハヮッカソネアソヮッカ　レ、ポソペッ　レヘアナク　ツッポククッ

ペッ　アリ　レアコレヮネアソペッオロパクノパテクネアソウェソカムイ　ラソアッカリ　オノ

ソ。エノソコ　オマナソニアイカプnep wen kamuy ene ne yakkay kotan kor kuni ari hawas kan

wen kamuy ene ne yakkay kotan ａニkore wa oro ta yayresu kuni ne wa nekon wen kamuy ene ne

yakkay wakka ku rusuy ari hawas kan nean wakka ｒｅ､pon pet rehe anak ”cuppokkuspet” ari re

ａニkore wa nean pet oro pakno patek nean wen kamuy ran akkari onon enonko omanan eaykap｡

　（どんな悪い神であっても村を持つものであり、悪い神であっても村を与えられてそこに自ら落ち着

いて、どんな悪い神であっても水を飲みたいので、その水の名、小さい川の名ばツッポククッペッ”と

いう名が付けられて、その川までは悪い神が降りることが出来るが、それ以上はどこへも行くことが

出来ない）それ以上どこへも歩けないことに規則決められてしまった。だから、そこに居て、エプカ

イサムウェソカムイネ　ヮアソペウソアソクス、エプカイサムコI=lカイモナアナクポロソノ

ムン　ウサニ　ウサポロソノ　ロシキクス　ムニペニイベ、エコ９カイ　ハイタep　ka　isam　wen

kamuy ne wa an be un an kusu ep ka isam korkay mona anak poronno mun usa ni usa poronno

roski kusu mun'ibe ni'ibe e korkay hayta. (食べる物もない悪い神であって、そうして食べるもの

もないけれども座ってたくさん草や本もたくさんあるので、草の実・本の実を食べるげれども足りな
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　い）足りない。（略月

(18)下線を引いたこの４行は、始めは本文の中にはなかったが、語り終えて、『その川はポソコロカイ

　ワッカクエアスカイpon korkay wakka ku easkay （川は小さいけれども水を飲むことは出来る）』

　と改めて川の説明をした時にこのように付け加えられた。

㈲　すばらしく良い声を持つ悪い神は、歌をうたって人間を引き寄せては食べてしまうという悪い噂が

　あるが、そのようなことはいつまでも続かないだろうと思っていたが、結果的には更に悪くなってし

　まった。

（20）ジョソ・バチラー『アイヌ・英・和辞典』（1981）によると　「ishirikurantere､イシリクラソテレ、

　まあ（嘆息ノ辞). interi. Dear ｍｅ!Oh dear!」

　この中でばisirkuran”イシリクラソ「驚いた、びっくりした、あきれた」と、強調された形”issirkur-

　ａｎ”イッシリクラソの２種類の記述がある。この言葉は目常套語においてもよく使われる。

卸　悪い神の仕業であるにもかかわらず、人間は神様の行いであると思い込んでいる。

（22）悪い神は、自分が降ろされた山の事は隅から隅までわかっているし、その上『フラハアリ　イス

　huraha ari inu する（匂いでわかる月ので誰が来るのかわかるとの事。

(23)言い間違えの部分。ウェソカムイ（悪い神）は、自分の肉をちぎりながら、山を登るのだが、ここで

　は肉をちぎって投げながら降りると語っている。

顛　ene an ihi = ene awki hi　切替氏のご教示による。

(25)この後に続いて思い出された部分が入るのだが、『（ウェソカムイwen kamuy は）アイヌエクaynu

　ekしているのを知って、もう１回ウポポｕｐｏｐｏしてやりましょうと思って、ウポポカソカソナス

　イ、エメスネアソクフレイソカラワupopo kan kanna suy emesu nean kur inkar wa だんだんアイ

　ヌ　ウエカぅパaynu uekarpa する。（（悪い神は）人間がやって来るのを知って、もう１回歌をうたっ

　てやりましょと思って、歌をうたい、もう一産山を登る。その人が様子を見ていると他の人間も集ま

　ってくる。）』

　　『アイヌが近寄って来て払（悪い神は）肉をちぎって投げているから、人間ぱおもしろいからなん

　ぼでも見ているべさ。この人より、別の方から来ている人、カソナオヤクワまたエツクワエクク

　ルkanna oyak wa etuk wa ek kur （また別の方からやって来る人）来るべ。　イソキアソペinki

　anpeかエｅ（どの人か食べる）する気になっている。シネソsinen (1人）だけでない、どっち

　を食べたらいいかなと思ってウポポｕｐｏｐｏ（歌をうたい）しながら登っている。イキアクルアエ

　ikia kur ａ＝ｅ（その近づき過ぎた人食べられる）される。あまり近く寄りすぎたので、それをウェン

　カムイwen kamuy （悪い神）は見込んでいる。』

(26)オタスッウソクゃは、「あさひかわ」からは離れたコタソ（村）に住んでいるので遠くから噂が間こ

　えてきた。

（27）ここでのカメアッケkameaskeという語は、ウェソカムイ（悪い神）を指している。

　　カメアッケkameaskeという言葉は、それ自体「化物」という意味ではないが、何かが「ｲﾋけたも

　の」を指すこともあり、犬きくて（位などが）重いものに対して使う。他に、カメアシkameasiとい

　う語もあり、虫・カエルなどの小動物を指す。

　　カメアシkameasiカメアシケｋａｍｅａｓkeの意味としては、「ろくでもないもの」「畜生」「こいつ」

　などの意味である。ツイタクtuytak､サコルペsakorpeや。カjレyukarなどに使われる単語である

　が、怒ったり、腹がたった瞬間などに悪口としてとっさに親から子供に対して使われることもあった

　という。

　　タアンカメアッケサウレルアン”taan kameaske sawre ru ａｎ’≒タアンカメアシサウレル
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アソピリカノモソライケアニ”taan kameasi sawre ru ａｎ、pirkanomonrayke ａｎｉ”「お前、な

まけているね、きちんと仕事をしなさい。」しかし、子から親へ、女性から男性へは決して使われるこ

とはない。

　トメノフチの表現では、語頭のｈが落ちることがあり、

　awki < hawkiもその１つである。

　aynu ronno aw an ａ　＜ａｙｎｕronno haw an ya

　aynu ronno haw an ａ　＜ａy皿ronno haw an ya

　aynuｅaw an ａ　＜ａｙｎｕronno haw an ya

　以上のようにこの３行の中にａｗとhaｗどちらの表現も使われている。

（29）人間達は様子を見るために近づいて、悪い神に食べられた者もいるが、オタスッウソクルはラマッ

　コロクルramatkorkur (利口者、しっかり者）なので、見つからないように慎重に行動している様子

　が表されている。フチが言うには『人間にげがのないように、色々と考えなかったらならない。利口

　な人は考えに考えてやるんだよ。ダメな人はすぐにやるけれどもね、すぐやったらいけないことある

　のよ、いっぱい。』

(30)オチッテocistefすっかり台無しにしてしまう』『浮ばない、浮ばせない』『滅ぼす』『アノチッテヮ　ソ

　モアノミan=ociste wa somo ａ＝皿miだいなしにしてしまったら祈りもしない』、『エイコッテクア

　イヌ　ロソノ　コタソウェソテクスアノチッテeykostek aynu ronno kotan wente kusu an=ociste.

　　（あまりにも人間を殺して、村も荒らしたので滅ぼされてしまった。）』

　　　『良いカムイｋａｍｕy（神様）は、イナウをもらったり、ごちそうももらったりしてちゃんと自分

　の国へ持って行くけれども、この悪い神にはイナウ何もあげないでノミｎｏｍｉ（祈り）も絶対にしな

　い。オウセポネオウセレタルポネネテク（カムイオロヮノ）アノチシテクスシネイナウエネ

　ネヤッカイ　ソモアコレo'use pone､ ｏ’ｕｓｅretar pone ne tek （ｋａｍｕｙoro wano) an=ociste kusu

　sine inaw ene ne yakkay somo ａ＝koｒｅ.（ただの骨、ただの白い骨になって神様から滅ぼされてしま

　ったので１本のイナウももらえない）ということ。』
Ｄ
’
巧
り 　昔々は、たとえどんなウェソカムイwen kamuy （悪い神）をオチッテするのであっても、そう簡

単にしかも短期間で滅ぼしてしまうような事はしないで、じっくりと様子を見ていた。しかし人間を

殺してしまった以上はオチッテociste (すっかり滅ぼす）してしまう。

（32）本文では、コイキテクネアソウェソカムイロソノルネ”koyki tek nean wen kamuy ronno

　ru ｎｅグという語りであるが、その後、コイキ　koyki (いじめる、など）だけでは物足りないし、

　カムイ（神）に対しては、ロソノｒｏｎｎｏという言葉は使わないというフチからの解説があり、この

　部分はっぎの８行に言い換えられた。

(33)この８行の挿入により、具体的なオチシテocisteの方法が加えられている。この部分はさらなる詳

　細な表現が期待できそうです。

　ここで悪い神は滅ぼされてしまうのだが他にもいくつかの似たような悪い神、化物の例もあり、

　『キナラブック　口伝アイヌ民話集1』（1990　Pl91)には、

　　「キナ婆、チチケウナってどんなもんだ?」

　　「オレ見たことないよ、何でも毛のない熊みたいなもんだとョ。昔話に”沖の化物六つ、陸にいる

　化物六づ（トウイタク　レプソウエソカミヤシイヮソキムマオカイウエソカミヤシイヮソ）を合わせ

　た恐ろしい化けものだって言っているよ」とキナラブックさんによる説明がある。

　　また、古田巌は（「アイヌの妖怪説話」『人類学雑誌』第29巻第19号、犬正３年10月20日）沙流の山

　奥フプキペツでのチチケウュツネヒは、耳と尾に少し毛のある化け物であるが、それは「幻覚を見て
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沢井トメノさんが語る　ツッポククッペッ”cuppokkuspet”

　錯覚した」として、ある説話を紹介している。

　　『昭和61年度アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査VI）』（2-1-4.クマの種類）十勝・伏

　古の山川弘氏によると、

　チチケゥニcicikewni.「父から聞いた話だが、父が芽室から広尾の方へ行ったとき、小さいけれど、

　ろくでもないクマに出会った。杖（クワkuwa)を振り回してようやく撃退したことがある。このよ

　うなクマをチチケゥニと言うそうだ。」などの記述がある。

　　ところで、語り終えてからフチが解説してくれたウェソカムイ（悪い神）の正体というのは、『パ

　ケヘタ　ヌマテコ９アッサラエ､エパキケタ　ヌマテコl=、アッpakehe ta numa tekor as sara eepa-

　kike ta numa tekor as （頭のてっぺんとしっぽの先には毛がある）あとは、トソトネtｏｎtｏｎｅ（無

　毛）である。』という。始めに『パケヘタ　ヌマテコロアシイシニチヒタ　ヌマテコロアッpakehe ta numa

　tekor as isinitihita numa tekor ａs』と述べられたが、しっぽについては言い違えたということで改

　めた。

　　サラハｓａｒ､-ａ､-haとは、比較的長い（タソネtanne)しっぽ。チロソヌプサラcironnup sara キ

　ッネのしっぽ、エルムソサラerumun sara ネズミのしっぽ、シタサラsita sara 大のしっぽ、カ

　セクルクル　kasekurkurシマリス（シマネズミ）ニウエオniｕｗｅｏリス（キネズミ）のしっぽなど

　を指し、別の「しっぽ」を表す言葉イシニチヒisinit､-i､-hiは短かい（タクネtakne)熊のしっぽカ

　ムイイシニチkamuy isinitiや、兎などのしっぽを指す。

　　この悪い神は、キナラブックさんの「みたこともないチチケウナ」や吉田巌氏の「幻覚を見て錯覚

　したチチケウュツネヒ」は、「熊のようなもの」「毛が少ない」などの点では似ていると言えるのでは

　ないでしょうか。しかし、山川氏の「ろくでもないクマ」に実際、山で出会ったという事実も見過ご

　すことができないものです。

　　そして、悪い神は現代で例えるならば、その大きさ、行動や外見から「ライオソ」のようなもので

　あると説明された。『テレビで見てたら今のライオソみたいだもん。』『だけど昔、ライオンが北海道に

　来たのだろうか?来たとしたら、どこから、どうやって来たのだろうか?』とフチは不思議に思ってい

　ます。　しかし、このお話の中のウェソカムイwen kamuy （悪い神）は、もうオチッテociste (滅

　ぼされ）されてしまったので、今はもう誰にもその正体は分らなくなってしまった。

　　このウェソカムイwen kamuy 悪い神の正体の説明の部分も元々は本文に含まれていたものであ

　ろうか。その中で、その先っぽだけに毛があるというしっぽをぷりぷり、ウポポ（歌）をうたってい

　たのかもしれない。それは愉快な光景であったに違いない。

(34)ここからは、語り手が代りotasut'unkurが話っている。

(35)しかし、実際のところはフチの説明によれば『オタスッウソクルアソマフクスタアソコタソ　ア

　スzレアッコタソネotasut'unkur an manu kusu taan kotan asur as kotan ne. (オタスッウソクzレ

　が居てくださったおかげでこの村は名高い村になったのです）』

(36)この部分は始めに、『っていう　ウチャシコマucaskoma』。二度目には『アリ　オタスッウソクルア

　ウキari otasut'unkur awki.』とも話られ、『最終的には、オタスッウソクルが行った事だから、アリ

　オタスッウソクルヤエュカぅアワソari otasut'unkur yayeyukar aw ａｎ.』との説明があった。
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